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月巨大衝突盆地の地下構造

Subsurface structure of a giant basin on the Mooon
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月の裏側の南半球には South Pole-Aitkenと呼ばれる、直径 2500kmにも及ぶ巨大な衝突盆地が存在する。このような
巨大な衝突盆地は数百 kmの大きさの天体の衝突によって形成されたと考えられる。衝突時には、主に斜長石で形成され
た地殻は完全に剥がされ、その下のマントルが露出したと考えるのが自然だが、過去の探査では明らかにマントルが露
出したと言えるような証拠は見つかっていない。我々は「かぐや」に搭載された可視赤外線分光計 Spectral Profilerを用
いて、South Pole-Aitken盆地の中のいくつかのクレーター中央丘のスペクトルを取得した。詳しい解析の結果、これら
の中央丘は斜方輝石に非常に富んだ組成を持ち、マントル起原の巨大インパクトメルトから形成された可能性が高いこ
とが明らかになった。


